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愛知教育大学附属岡崎小学校

令和３年５月10日に内閣府から示された「避難情報に関するガイドライン」の改定に伴

い、本校の「災害時等の対応について」も改定を行います。今後も関係機関の改定に合わ

せて随時見直しを図っていきます

１ 警戒レベルによる対応

警戒レベル とるべき行動 防災気象情報

警戒レベル１ 災害への心構えを高めましょう。 早期注意情報

平常通り授業を行います。

警戒レベル２ 避難に備え、ハザードマップや安心手帳などで避難 大雨・洪水・

時の行動を確認しましょう。 高潮注意報

平常通り授業を行います。

警戒レベル３ 避難の準備を整えましょう。 大雨警報

平常通り授業を行います。（出欠席の状況による） 洪水警報

氾濫警戒情報

「高齢者等避難」 岡崎市内いずれかの地域で「高齢者等避難」が発表
発令時 された場合は、右記２に従って対応してください。

警戒レベル４ 速やかに避難場所へ避難しましょう。避難場所まで 土砂災害警戒

「避難指示」 の移動が危険だと思われる場合は、近くの安全な場 情報

発令時 所や自宅内のより安全な場所へ避難をしましょう。 氾濫危険情報

授業は行いません。

警戒レベル５ すでに災害が発生している状況です。命を守るため 大雨特別警報

「緊急安全確保」 最善の行動をとりましょう。 氾濫発生情報

発令時 授業は行いません。

※ 避難情報（高齢者等避難・指示指示・緊急安全確保）及び暴風警報、暴風雪警報、

特別警報が出ていなくても、登校が危険な場合には、学校独自の判断で休校になる

こともあります。その場合はさくら連絡網及びホームページ上でお知らせします。

※ 警戒レベルに関係なく、道路の冠水、河川の増水、土砂災害等により登校が危険だ

と判断したときや、交通機関の途絶等により登校が困難なときは、登校を見合わせて

ください。

※ 登校を見合わせる場合は、必ず学校に連絡をしてください。

※ 電話は大変混み合いますので、さくら連絡網での連絡にご協力ください。



２ 岡崎市に暴風警報、暴風雪警報、特別警報が発表された場合、
及び、岡崎市内のいずれかの地域で避難情報（高齢者等避難・
避難指示・緊急安全確保）が発令された場合

警報及び避難情報
登下校と給食について

について

午前６時の時点で その日の授業は行わず、休校とする。
暴風（暴風雪）警報 ※暴風（暴風雪）警報または特別警報が発表されていなくても、

または特別警報が 道路の冠水、河川の増水等により登校が危険だと判断した場

発表されている場合 合は、登校を見合わせてください。

授業中に 「速やかに下校」「保護者への引き渡し」「学校で待機し安
警報及び避難情報が 全を確保」等を、さくら連絡網及びホームページ上でお

発表された場合 知らせします。

※ 登校を見合わせる場合は、必ず学校に連絡をしてください。

※ 電話は大変混み合いますので、さくら連絡網での連絡にご協力ください。

本件に関するお問い合わせ

愛知教育大学附属岡崎小学校

校務主任 角谷 昌範 ２１－２２３７



３ 南海トラフ地震に関連する情報（臨時）及び地震発生時の場合

※ 今後、南海トラフ地震に関連する情報（臨時）が発表された場合、また、発表され

れずに突然大地震が発生した場合には、以下のような対応となります。

Ａ 南海トラフ地震に関連する情報（臨時）が発表された場合
(1) 児童が学校在校時の場合
① お迎えがあるまで学校の教室または運動場で待機させます。

② 引き渡しカードにより、確認のうえ、保護者へ児童を引き渡します。

※ 保護者のお迎え・引き渡しの手順・方法は、さくら連絡網及びホームページ

上で確認してください。

(2) 児童が登下校時の場合
① 登校時または下校時のいずれの場合も、担任が児童の動向を確認します。

② 自力で下校、または学校に近い場合は登校させます。

③ 安全を確認したうえで、各家庭に連絡し、保護者へ児童を引き渡します。

(3) 児童が在宅時の場合
① 学校は休校となりますので、登校させないでください。

② 各家庭で安全対策をとってください。

③ 避難場所の確認をしておいてください。

Ｂ 情報が発表されず突然大地震が発生した場合
① 児童在校時に大地震が発生した場合、まず安全確保をしたうえで、全児童を学

校で保護し待機させますので、お迎えをお願いします。

② 引き渡し場所は、運動場になります。

本件に関するお問い合わせ

愛知教育大学附属岡崎小学校

校務主任 角谷 昌範 ２１－２２３７

各家庭での安全対策のチェック項目
◇ 緊急時の集合場所（連絡方法）の確認 ◇ ２・３日分の非常食の常備と水

◇ 消火器の常備 ◇ 家具等の転倒防止

◇ 窓・戸棚のガラス飛散防止 ◇ 携帯ラジオの常備

◇ 懐中電灯の常備 ◇ ガス・電気等の管理

◇ 防災対応の家庭マニュアル準備

◇ バスや電車に乗っているときの連絡方法や行動の確認


